
(57)【要約】

【課題】　発光効率の異なる各表示画素の面積のうち、

発光効率が最も悪い色に過大な電流を流すことによって

生じるＥＬ表示装置の早期劣化を防止し、長寿命化を図

ることができるＥＬ表示装置を提供する。

【解決手段】　陽極１６１、発光層１６３及び陰極１６

６を順に積層しマトリックス状に配列され各色の表示画

素を成すＥＬ素子の発光層１６３の発光効率が最もよい

緑色の発光領域１Ｇの発光面積を他の赤色及び青色の発

光領域１Ｒ，１Ｂの発光面積に比べて最も小さくするこ

とにより、ＥＬ表示装置の長寿命化が図れるとともに、

容易にホワイトバランスをとることができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
各 表 示 画 素 に 、 陽 極 と 陰 極 と の 間 に ホ ー ル 輸 送 層 と 有 機 材 料 か ら な る 発 光 層 を 有 す る 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 を 備 え 、 前 記 陽 極 の 端 部 を 覆 い 前 記 陽 極 に 対 応 し て 開 口 部 を 備 え た 平 坦 化 絶 縁 膜
を 有 す る カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 、
各 色 の 表 示 画 素 の う ち い ず れ か の 色 の 表 示 画 素 の 発 光 面 積 と 他 の 色 の 表 示 画 素 の 発 光 面 積
と を 、 前 記 平 坦 化 絶 縁 膜 の 開 口 部 の 大 小 に よ っ て 異 な ら せ て い る と と も に 、
前 記 ホ ー ル 輸 送 層 は 前 記 開 口 部 に よ り 露 出 し た 陽 極 上 と 前 記 平 坦 化 絶 縁 膜 上 の 全 面 を 覆 い
、
か つ 、 前 記 発 光 層 は 前 記 ホ ー ル 輸 送 層 上 の 前 記 平 坦 化 絶 縁 膜 の 開 口 部 及 び 平 坦 部 を 覆 い 、
さ ら に 、 前 記 陰 極 は 前 記 各 表 示 画 素 を 覆 っ た 共 通 電 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る カ ラ ー 有 機
Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 発 光 面 積 は 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 効 率 に 応 じ て 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 発 光 面 積 は 、 前 記 表 示 画 素 に 備 え ら れ た 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 効 率 と 、 該 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 が そ れ ぞ れ 発 す る 各 色 の 色 度 と 、 設 定 す る 表 示 装 置 の 白 色 の 色 度 と に 応 じ て 、 各 色 毎
に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
発 光 効 率 が 高 い 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 面 積 を 、 該 発 光 効 率 が 高 い 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 よ り も 低 い 発
光 効 率 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 面 積 よ り も 小 さ く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記
載 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
最 も 発 光 効 率 が 高 い 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 面 積 を 、 他 の 発 光 効 率 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 面 積
よ り も 小 さ く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 最 も 発 光 効 率 が 高 い 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 緑 色 を 発 光 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ に 記 載 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
最 も 発 光 効 率 が 低 い 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 面 積 を 、 他 の 発 光 効 率 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 面 積
よ り も 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 最 も 発 光 効 率 が 低 い 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 赤 色 又 は 青 色 を 発 光 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
発 光 効 率 が 低 く な る に つ れ て 発 光 面 積 が 順 に 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３
に 記 載 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス （ Electroluminescence： 以 下 、 「 Ｅ Ｌ 」 と 称 す
る 。 ） 素 子 等 の 自 発 光 素 子 、 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Thin Film Transistor： 以 下 、 「 Ｔ
Ｆ Ｔ 」 と 称 す る 。 ） を 備 え た カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い た Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 、 Ｃ Ｒ Ｔ や Ｌ Ｃ Ｄ に 代 わ る 表 示 装 置 と し て 注 目
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 そ の Ｅ Ｌ 素 子 を 駆 動 さ せ る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て Ｔ Ｆ Ｔ を 備 え た 表 示 装 置 も 研
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究 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ７ に 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 表 示 画 素 付 近 を 示 す 平 面 図 を 示 し 、 図 ８ （ ａ ） に 図 ７ 中 の Ａ
－ Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 を 示 し 、 図 ８ （ ｂ ） に 図 ７ 中 の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト 信 号 線 ５ １ と ド レ イ ン 信 号 線 ５ ２ と に 囲 ま れ た 領 域 に 表 示 画
素 が 形 成 さ れ て い る 。 両 信 号 線 の 交 点 付 近 に は 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ が 備 え ら れ て お り 、 そ の
Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ の ソ ー ス １ ３ ｓ は 後 述 の 保 持 容 量 電 極 線 ５ ４ と の 間 で 容 量 を な す 容 量 電 極 ５ ５
を 兼 ね る と と も に 、 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ の ゲ ー ト ４ １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ソ
ー ス ４ ３ ｓ は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ６ ０ の 陽 極 ６ １ に 接 続 さ れ 、 他 方 の ド レ イ ン ４ ３ ｄ は 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 ６ ０ に 供 給 さ れ る 電 流 源 で あ る 駆 動 電 源 線 ５ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ の 付 近 に は 、 ゲ ー ト 信 号 線 ５ １ と 並 行 に 保 持 容 量 電 極 線 ５ ４ が 配 置 さ れ て
い る 。 こ の 保 持 容 量 電 極 線 ５ ４ は ク ロ ム 等 か ら 成 っ て い る 。 ま た 、 保 持 容 量 電 極 線 ５ ４ は
、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ の ソ ー ス １ ３ ｓ に 接 続 さ れ た 容 量 電 極 ５ ５ と は ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ を 介 し て 形
成 さ れ て い る 。 そ し て 、 保 持 容 量 電 極 線 ５ ４ と 容 量 電 極 ５ ５ と の 間 で 電 荷 を 蓄 積 し て 容 量
を 成 し て い る 。 こ の 保 持 容 量 は 、 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ の ゲ ー ト 電 極 ４ １ に 印 加 さ れ る 電 圧 を
保 持 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 ガ ラ ス や 合 成 樹 脂 な ど か ら 成 る 基 板 又 は 導 電
性 を 有 す る 基 板 あ る い は 半 導 体 基 板 等 の 基 板 １ ０ 上 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 順 に 積
層 形 成 し て 成 る 。 た だ し 、 基 板 １ ０ と し て 導 電 性 を 有 す る 基 板 及 び 半 導 体 基 板 を 用 い る 場
合 に は 、 こ れ ら の 基 板 １ ０ 上 に Ｓ ｉ Ｏ 2 や Ｓ ｉ Ｎ な ど の 絶 縁 膜 を 形 成 し た 上 に Ｔ Ｆ Ｔ 及 び
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま ず 、 ス イ ッ チ ン グ 用 の Ｔ Ｆ Ｔ で あ る 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 石 英 ガ ラ ス 、 無 ア ル カ リ ガ ラ ス 等 か ら な る 絶 縁 性 基 板 １ ０ 上
に 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 モ リ ブ デ ン （ Ｍ ｏ ） な ど の 高 融 点 金 属 か ら な る ゲ ー ト 電 極 １ １ を 兼
ね た ゲ ー ト 信 号 線 ５ １ 及 び 保 持 容 量 電 極 線 ５ ４ を 配 置 す る 。 続 い て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ 、
及 び 多 結 晶 シ リ コ ン （ 以 下 、 「 ｐ － Ｓ ｉ 」 と 称 す る 。 ） 膜 か ら な る 能 動 層 １ ３ が 順 に 積 層
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ 、 能 動 層 １ ３ 及 び ス ト ッ パ 絶 縁 膜 １ ４ 上 の 全 面 に は 、 Ｓ ｉ Ｏ

2 膜 、 Ｓ ｉ Ｎ 膜 及 び Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 の 順 に 積 層 さ れ た 層 間 絶 縁 膜 １ ５ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 層
間 絶 縁 膜 １ ５ の ド レ イ ン １ ３ ｄ に 対 応 す る 位 置 に 形 成 し た コ ン タ ク ト ホ ー ル に 、 Ａ ｌ 等 の
金 属 を 充 填 し た ド レ イ ン 電 極 １ ６ が 設 け ら れ 、 更 に 基 板 全 面 に 有 機 樹 脂 か ら 成 り 表 面 を 平
坦 に す る 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 用 の Ｔ Ｆ Ｔ で あ る 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 石 英 ガ ラ ス 、 無 ア ル カ リ ガ ラ ス 等 か ら な る 絶 縁 性 基 板 １ ０ 上
に 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｏ な ど の 高 融 点 金 属 か ら な る ゲ ー ト 電 極 ４ １ 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ 、 及 び ｐ －
Ｓ ｉ 膜 か ら な る 能 動 層 ４ ３ を 順 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 能 動 層 ４ ３ に は 、 チ ャ ネ ル ４ ３ ｃ
と 、 こ の チ ャ ネ ル ４ ３ ｃ の 両 側 に ソ ー ス ４ ３ ｓ 及 び ド レ イ ン ４ ３ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 そ
し て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ 及 び 能 動 層 ４ ３ 上 の 全 面 に 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 、 Ｓ ｉ Ｎ 膜 及 び Ｓ ｉ Ｏ 2 膜
の 順 に 積 層 さ れ た 層 間 絶 縁 膜 １ ５ を 形 成 し 、 こ の 層 間 絶 縁 膜 １ ５ の ド レ イ ン ４ ３ ｄ に 対 応
し た 位 置 に 形 成 し た コ ン タ ク ト ホ ー ル に 、 Ａ ｌ 等 の 金 属 を 充 填 し て 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ た
駆 動 電 源 線 ５ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 更 に 全 面 に 例 え ば 有 機 樹 脂 か ら 成 り 表 面 を 平 坦 に す る
平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ を 備 え て い る 。 そ し て 、 そ の 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ 及 び 層 間 絶 縁 膜 １ ５ の ソ
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ー ス ４ ３ ｓ に 対 応 し た 位 置 に コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 し 、 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て
ソ ー ス ４ ３ ｓ と コ ン タ ク ト し た Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら 成 る 透 明 電 極 、 即 ち 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 ６ １ を 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ 上 に 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ６ ０ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 明 電 極 か ら 成 る 陽 極 ６ １ 、 Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ （ 4,4,4-tr
is(3-methylphenylphenylamino)triphenylamine） な ど か ら 成 る 第 １ ホ ー ル 輸 送 層 、 及 び
Ｔ Ｐ Ｄ （ N,N-diphenyl-N,N-di(3-methylphenyl)-1,1-biphenyl-4,4-diamine） な ど か ら な
る 第 ２ ホ ー ル 輸 送 層 の ホ ー ル 輸 送 層 ６ ２ と 、 キ ナ ク リ ド ン （ Quinacridone） 誘 導 体 を 含 む
Ｂ ｅ ｂ ｑ 2 （ bis(10-hydroxybenzo[h]quinolinato)beryllium） な ど か ら 成 る 発 光 層 ６ ３ 及
び Ｂ ｅ ｂ ｑ 2 な ど か ら 成 る 電 子 輸 送 層 ６ ４ か ら な る 発 光 素 子 層 ６ ５ 、 マ グ ネ シ ウ ム ・ イ ン
ジ ウ ム 合 金 な ど か ら 成 る 陰 極 ６ ６ が こ の 順 番 で 積 層 形 成 さ れ た 構 造 で あ り 、 各 画 素 に そ れ
ぞ れ 設 け ら れ 各 画 素 で の 発 光 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 陽 極 か ら 注 入 さ れ た ホ ー ル と 、 陰 極 か ら 注 入 さ れ た 電 子 と が 発 光
層 の 内 部 で 再 結 合 し 、 発 光 層 を 形 成 す る 有 機 分 子 を 励 起 し て 励 起 子 が 生 じ る 。 こ の 励 起 子
が 放 射 失 活 す る 過 程 で 発 光 層 か ら 光 が 放 た れ 、 こ の 光 が 透 明 な 陽 極 か ら 透 明 絶 縁 基 板 を 介
し て 外 部 へ 放 出 さ れ て 発 光 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 と こ ろ が 、 各 色 を 発 光 す る 発 光 層 の 発 光 効 率 は 各 色 ご と に 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 複 数 の ゲ ー ト 信 号 線 ５ １ と
複 数 の ド レ イ ン 信 号 線 ５ ２ と の 各 交 点 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 各 色 （ 赤 （ Ｒ ） ， 緑
（ Ｇ ） ， 青 （ Ｂ ） ） の 表 示 画 素 の 発 光 領 域 １ Ｂ ， １ Ｒ ， １ Ｇ の 発 光 面 積 が み な 同 一 で あ る
た め 、 発 光 効 率 の 悪 い 表 示 画 素 に お い て 同 一 輝 度 を 得 る た め に は 、 他 の 発 光 効 率 の 良 い 表
示 画 素 よ り も 大 き な 電 流 を 流 さ な け れ ば な ら な く な り 、 そ れ に よ っ て 、 そ の 表 示 画 素 の 寿
命 が 短 く な っ て し ま い 、 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 寿 命 も 短 く な っ て し ま う と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 発 光 効 率 の 異 な る 各 色 の 表 示 画 素 の 発 光 面 積 を 同 一 と す る と 、 各 色 の 色 度 の 違 い
に よ る 色 バ ラ ン ス （ ホ ワ イ ト バ ラ ン ス ） が 取 り に く く 、 ま た そ の バ ラ ン ス を 取 る た め に 電
流 を 多 く 発 光 層 に 供 給 し な け れ ば な ら な い た め 、 多 く 電 流 を 供 給 し た 表 示 画 素 の Ｅ Ｌ 素 子
の 劣 化 が 生 じ る と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 記 の 従 来 の 欠 点 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ り 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の
制 御 が 容 易 で 、 か つ 長 寿 命 の Ｅ Ｌ 素 子 等 の 発 光 素 子 を 有 す る 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の カ ラ ー 表 示 装 置 は 、 各 表 示 画 素 に 、 陽 極 と 陰 極 と の 間 に ホ ー ル 輸 送 層 と 有 機 材
料 か ら な る 発 光 層 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 備 え 、 陽 極 の 端 部 を 覆 い 陽 極 に 対 応 し て 開 口 部
を 備 え た 平 坦 化 絶 縁 膜 を 有 す る カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 、 各 色 の 表 示 画 素 の う ち
い ず れ か の 色 の 表 示 画 素 の 発 光 面 積 と 他 の 色 の 表 示 画 素 の 発 光 面 積 と を 、 平 坦 化 絶 縁 膜 の
開 口 部 の 大 小 に よ っ て 異 な ら せ て い る と と も に 、 ホ ー ル 輸 送 層 は 開 口 部 に よ り 露 出 し た 陽
極 上 と 平 坦 化 絶 縁 膜 上 の 全 面 を 覆 い 、 か つ 、 発 光 層 は ホ ー ル 輸 送 層 上 の 平 坦 化 絶 縁 膜 の 開
口 部 及 び 平 坦 部 を 覆 い 、 さ ら に 、 陰 極 は 各 表 示 画 素 を 覆 っ た 共 通 電 極 で あ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 述 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 前 記 発 光 面 積 は 、 前 記 自 発 光 素 子 の 発 光 効 率
に 応 じ て 設 定 さ れ て い る カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 ま た 、 上 述 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 前 記 発 光 面 積 は 、 前 記 表 示 画 素 に 備 え ら れ た
前 記 自 発 光 素 子 の 発 光 効 率 と 、 該 自 発 光 素 子 が そ れ ぞ れ 発 す る 各 色 の 色 度 と 、 設 定 す る 表
示 装 置 の 白 色 の 色 度 と に 応 じ て 、 各 色 毎 に 設 定 さ れ て い る カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 述 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 発 光 効 率 が 高 い 自 発 光 素 子 の 発 光 面 積 を 、 該
発 光 効 率 が 高 い 自 発 光 素 子 よ り も 低 い 発 光 効 率 の 自 発 光 素 子 の 発 光 面 積 よ り も 小 さ く し た
カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 上 述 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 最 も 発 光 効 率 が 高 い 自 発 光 素 子 の 発 光 面 積 を
、 他 の 発 光 効 率 の 自 発 光 素 子 の 発 光 面 積 よ り も 小 さ く し た カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 上 述 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 前 記 最 も 発 光 効 率 が 高 い 自 発 光 素 子 は 緑 色 を
発 光 す る 自 発 光 素 子 で あ る カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に ま た 、 上 述 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 最 も 発 光 効 率 が 低 い 自 発 光 素 子 の 発 光 面
積 を 、 他 の 発 光 効 率 の 自 発 光 素 子 の 発 光 面 積 よ り も 大 き く し た カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 述 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 前 記 最 も 発 光 効 率 が 低 い 自 発 光 素 子 は 、 赤 色
又 は 青 色 を 発 光 す る 自 発 光 素 子 で あ る カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 述 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 発 光 効 率 が 低 く な る に つ れ て 発 光 面 積 が 順 に
大 き く し た カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に よ れ ば 、 自 発 光 素 子 を 備 え た 表 示 装 置 の 長 寿 命 化 を
図 る こ と が で き る と と も に 、 容 易 に ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 制 御 す る こ と が 可 能 な カ ラ ー 有 機
Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 １ ０ ０ の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 同 図 に は 各 表 示 画 素 が 、 赤 色 （ Ｒ ） 、 緑 色 （ Ｇ ） 及 び 青 色 （ Ｂ ） を 発 光 す る 場 合
を 示 し て い る 。 ま た 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の 各 表 示 画 素 の 基 本 的 平 面 構 成 は 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 １ ０ ０ に は 、 複 数 の ゲ ー ト 信 号 線 ５ １ が 行 （ 左 右 ） 方 向 に 、 ま た 複 数 の ド
レ イ ン 信 号 線 ５ ２ と 、 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 源 か ら の 電 力 を 供 給 す る た め の 駆 動 電 源 線 ５ ３ が 列 （
上 下 ） 方 向 に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ ら の 信 号 線 ５ １ と 、 信 号 線 ５ ２ と 、 駆 動 電 源 線 ５ ３ と
は 互 い に 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ れ ら の 交 点 付 近 に 、 両 信 号 線 ５ １ ， ５ ２ に 接 続 さ れ た 第 １ Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ 、 及 び 駆 動 電 源
線 ５ ３ か ら 電 流 を 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ に 供 給 す る 第 ２ Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ 、 そ し て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の い
ず れ か を 発 光 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ と が 形 成 さ れ て い る 。 図 １ に お い て は 図 ２ の Ｒ 、 Ｇ
、 Ｂ を 発 光 す る 各 表 示 画 素 の う ち の 発 光 領 域 の み を 表 し て い る （ 図 １ 中 に お い て １ Ｒ 、 １
Ｂ 、 １ Ｇ を 付 し て い る ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-166691 A 2005.6.23



　 図 １ に 示 す よ う に 、 各 色 の 表 示 画 素 は 基 板 上 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て お り 、 そ れ
ら の 各 表 示 画 素 の 発 光 面 積 １ Ｒ 、 １ Ｇ 、 １ Ｂ は そ れ ぞ れ 異 な っ て い る 。 具 体 的 に は 図 １ の
場 合 に は 、 緑 色 の 発 光 領 域 １ Ｇ の 発 光 面 積 を 最 も 小 さ く し て 設 け ら れ て い る 。 他 の 色 の 発
光 領 域 １ Ｒ ， １ Ｂ は 緑 の 発 光 領 域 １ Ｇ よ り も 広 い 面 積 に 形 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 同 図 の 場
合 に は 、 緑 色 の 発 光 領 域 １ Ｇ の 発 光 面 積 を 最 も 小 さ く 形 成 し 、 次 に 赤 色 の 発 光 領 域 １ Ｒ の
発 光 面 積 を 大 き く し 、 青 色 の 発 光 領 域 １ Ｂ の 発 光 面 積 を 最 も 大 き く し た 場 合 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 赤 色 の 発 光 領 域 １ Ｒ と 、 緑 色 の 発 光 領 域 １ Ｇ と 、 青 色 の 発 光 領 域 １ Ｂ と の 発 光 面
積 の 大 き さ の 順 番 は 、 そ れ ら の 発 光 材 料 の 発 光 効 率 に 依 存 す る 。 従 っ て 、 発 光 面 積 の 大 き
さ の 順 は 上 述 の Ｇ ＜ Ｒ ＜ Ｂ に 限 る こ と な く 、 使 用 す る 発 光 材 料 の 発 光 効 率 に よ っ て 決 定 す
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ は 、 そ れ ぞ れ 図 ２ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 表 示 画 素 の 断 面 図 を 示
す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 表 示 画 素 は 割 り 当 て ら れ た Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の い ず れ か を 発 光 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ と 、
ゲ ー ト 信 号 線 ５ １ に よ っ て デ ー タ 信 号 を 取 り 込 む 第 １ Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０ と 、 こ の 第 １ Ｔ Ｆ Ｔ ３ ０
を 介 し て ド レ イ ン 信 号 線 ５ ２ か ら 供 給 さ れ た デ ー タ 信 号 を 保 持 す る 保 持 容 量 Ｓ Ｃ と 、 保 持
さ れ た ド レ イ ン 信 号 に 応 じ て 駆 動 電 源 線 ５ ３ を 介 し て 電 流 を 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ に 供 給 す
る 第 ２ Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ を 備 え て い る 。 な お 、 こ れ ら の う ち 、 図 ２ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 第 １ Ｔ Ｆ
Ｔ ３ ０ 及 び 保 持 容 量 Ｓ Ｃ の 断 面 は 上 述 の 図 ８ （ ａ ） と 共 通 す る た め 説 明 を 省 略 す る 。 ま た
、 図 ３ に お い て 、 第 ２ Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ は 上 述 の 図 ８ （ ｂ ） と 共 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ は 、 第 ２ Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ の ソ ー ス ４ ３ ｓ に 接 続 さ れ た 陽 極 １ ６ １ と 、 基
板 上 に お い て 共 通 電 極 と し て 形 成 さ れ た 陰 極 １ ６ ６ と 、 こ の 両 電 極 の 間 に 有 機 化 合 物 を 配
置 し た 発 光 素 子 層 １ ６ ５ と が 形 成 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 発 光 素 子 層 １ ６ ５ は 、 少 な く と
も 発 光 層 を 含 み 、 単 一 層 で も 多 層 構 造 で も 構 成 で き る が 、 一 例 と し て 、 図 示 す る よ う に 陽
極 １ ６ １ 側 か ら 順 に ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２ 、 発 光 層 １ ６ ３ 、 電 子 輸 送 層 １ ６ ４ か ら 構 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 １ に 示 す よ う に 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た
複 数 の 表 示 画 素 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ を 発 光 し て カ ラ ー 表 示 を 行 う た め に 、 Ｒ 用 、 Ｇ 用 、 Ｂ 用 の 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ で は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 材 料 、 特 に 発 光 機 能 を 備 え る 有 機 化 合 物 と し て 異 な
る 材 料 を 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 例 え ば 、 Ｒ 用 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ Ｒ で は 、 陽 極 １ ６ １ と し て Ｉ Ｔ Ｏ 、 ホ ー ル 輸 送 層 １ ６
２ と し て 、 Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ （ 第 １ ホ ー ル 輸 送 層 ） 及 び Ｔ Ｐ Ｄ （ 第 ２ ホ ー ル 輸 送 層 ） 、 発 光 層
１ ６ ３ と し て は Ｚ ｎ Ｐ ｒ を ２ ％ ド ー プ し た Ｂ ｅ Ｂ ｑ 2 、 陰 極 １ ６ ６ と し て Ｍ ｇ Ｉ ｎ 合 金 を
用 い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 Ｇ 用 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ Ｇ で は 、 陽 極 １ ６ １ と し て Ｉ Ｔ Ｏ 、 ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２
と し て 、 Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ （ 第 １ ホ ー ル 輸 送 層 ） 及 び Ｔ Ｐ Ｄ （ 第 ２ ホ ー ル 輸 送 層 ） 、 発 光 層 １
６ ３ と し て は Ｂ ｅ Ｂ ｑ 2 、 陰 極 １ ６ ６ と し て Ｍ ｇ Ｉ ｎ 合 金 を 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 更 に 、 Ｂ 用 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ Ｂ で は 、 陽 極 １ ６ １ と し て Ｉ Ｔ Ｏ 、 ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２
と し て 、 Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ （ 第 １ ホ ー ル 輸 送 層 ） 及 び Ｔ Ｐ Ｄ （ 第 ２ ホ ー ル 輸 送 層 ） 、 発 光 層 １
６ ３ と し て は １ Ａ Ｚ Ｍ － Ｈ ｅ ｘ 、 陰 極 と し て Ｍ ｇ Ｉ ｎ 合 金 を 用 い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た Ｂ 用 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ Ｂ と し て は 、 他 に Ｉ Ｔ Ｏ （ 陽 極 ） ／ Ｍ Ｔ Ｄ Ａ Ｔ Ａ （ 第 １ ホ
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ー ル 輸 送 層 ） ・ Ｔ Ｐ Ｄ （ 第 ２ ホ ー ル 輸 送 層 ） ／ Ｏ Ｘ Ｄ ッ ８ （ 発 光 層 ） ／ Ｍ ｇ Ｉ ｎ （ 陰 極 ）
の 組 み 合 わ せ で も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 上 述 の 各 化 合 物 の 略 称 の 正 式 名 称 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
ZnPr： 5,10,15,20-tetraphenylporphyrinato zinc
MTDATA： 4,4,4-tris(3-methylphenylphenyl amino)triphenylamine
TPD： N,N-diphenyl-N,N-di(3-methylphenyl)-1,1-biphenyl-4,4-diamine
BeBq 2 ： bis(10-hydroxybenzo[h]quinolinato)beryllium
1AZM-Hex： (N,N-disalicylidene-1,6-hexanediaminato)zinc
OXD-8： 3-bis[5-(p-dimethylaminophenyl)-1,3,4-oxadiazol-2-y l]benzene
　 ま た 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 用 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ （ １ ６ ０ Ｒ 、 １ ６ ０ Ｇ 、 １ ６ ０ Ｂ ） と し て こ の
よ う な 材 料 を 採 用 し た 場 合 、 発 光 効 率 は 素 子 １ ６ ０ Ｇ ＞ 素 子 １ ６ ０ Ｒ ＞ 素 子 １ ６ ０ Ｂ と な
る 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ に お い て 、 発 光 輝 度 は 電 流 （ 電 流 密 度 ） に 依 存 性 を 示 す 。 従 っ て
、 各 表 示 画 素 に 同 等 の 電 流 を 供 給 し た 場 合 に 、 各 色 が 同 等 な 輝 度 と な る よ う に す る た め に
は 、 上 述 の よ う に 素 子 発 光 領 域 面 積 を 領 域 １ Ｇ ＜ 領 域 １ Ｒ ＜ 領 域 １ Ｂ と 設 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 各 表 示 画 素 に お け る 発 光 面 積 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ で 適 切 な 異 な っ た 大 き さ に す る た め の
表 示 画 素 の 形 成 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ の 方 法 と し て は 、 （ ｉ ） 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 １ ６ １ の 面 積 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ で 変 え る 、 （
ii） 陽 極 １ ６ １ の 面 積 は 同 一 と し て 、 陽 極 形 成 後 、 発 光 素 子 の 層 形 成 前 に 形 成 さ れ る 平 坦
化 絶 縁 膜 １ ６ ７ に よ り 陽 極 １ ６ １ の 端 部 を 覆 う こ と で 、 陽 極 と 発 光 素 子 層 と の 接 触 面 積 を
Ｒ ， Ｇ ， Ｂ で 変 え る と い う 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま ず 、 陽 極 の 面 積 を 異 な ら せ て 表 示 画 素 を 形 成 す る 上 述 の （ ｉ ） の 方 法 に つ い て 、 図 ４
を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 図 ４ は Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 各 色 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ の 陽 極 １ ６ １ を
形 成 す る た め の マ ス ク を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 マ ス ク ２ ０ ０ Ａ は 、 図 １ に 示 す よ う に 発 光 領 域 面 積 を １ Ｇ ＜ １ Ｒ ＜ １ Ｂ と す る た め の マ
ス ク で あ り 、 目 的 と す る 陽 極 の 大 き さ に 応 じ た 開 口 部 ２ ０ １ が 形 成 さ れ て い る 。 同 図 に お
い て 最 も 大 き い 開 口 部 は 、 発 光 効 率 が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の う ち 最 も 低 い 青 色 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 用 陽
極 の た め の 開 口 部 ２ ０ １ Ｂ 、 最 も 小 さ な 開 口 部 は 、 最 も 発 光 効 率 が 高 い 緑 色 の 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 用 陽 極 の た め の 開 口 部 ２ ０ １ Ｇ で あ る 。 ま た 、 開 口 部 ２ ０ １ Ｂ と ２ ０ １ Ｇ の 中 間 の 大 き
さ の 開 口 部 は 、 発 光 効 率 が 緑 色 の Ｅ Ｌ 素 子 よ り 低 く 、 青 色 の Ｅ Ｌ 素 子 よ り 高 い 赤 色 の Ｅ Ｌ
素 子 用 陽 極 の た め の 開 口 部 ２ ０ １ Ｒ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 下 に 、 図 ３ （ ａ ） を 参 照 し て 、 （ ｉ ） の 方 法 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ２ Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ を 形 成 し 、 こ の Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ を 覆 う よ う に 層 間 絶 縁 膜 １ ５ ， Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ の
ド レ イ ン ４ ３ ｄ と 接 続 さ れ た 駆 動 電 源 線 ５ ３ 、 基 板 全 面 を 覆 う 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ を 形 成 し
、 こ の 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ と 層 間 絶 縁 膜 １ ５ を 貫 通 す る よ う に Ｔ Ｆ Ｔ ４ ０ の ソ ー ス ４ ３ ｓ 対
応 領 域 に コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 し 、 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル 及 び 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ の 全 面
を 覆 う よ う に 透 明 電 極 （ 陽 極 ） 材 料 で あ る Ｉ Ｔ Ｏ を ス パ ッ タ 法 に よ っ て 形 成 す る ま で の 工
程 は 、 上 述 の 図 ８ （ ｂ ） の 構 成 と 共 通 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 Ｉ Ｔ Ｏ を 形 成 し た 後 、 次 に レ ジ ス ト を 塗 布 し 、 図 ４ に 示 す マ ス ク ２ ０ ０ Ａ を 用 い て 、 露
光 、 現 像 工 程 を 施 す こ と に よ り 、 マ ス ク ２ ０ ０ Ａ の 開 口 部 ２ ０ １ Ｒ ， ２ ０ １ Ｇ ， ２ ０ １ Ｂ
に 対 応 し た 位 置 に の み レ ジ ス ト パ タ ー ン が 残 り 、 こ の レ ジ ス ト パ タ ー ン を エ ッ チ ン グ マ ス
ク と し て 用 い て Ｉ Ｔ Ｏ を 所 定 エ ッ チ ャ ン ト に て エ ッ チ ン グ し て 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 マ
ス ク ２ ０ ０ Ａ の 開 口 部 ２ ０ １ Ｒ ， ２ ０ １ Ｇ ， ２ ０ １ Ｂ に 対 応 し た 大 き さ 及 び 位 置 に Ｉ Ｔ Ｏ
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パ タ ー ン が 形 成 さ れ 、 そ の 結 果 、 陽 極 １ ６ １ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 毎 に 異 な る 大 き さ と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 １ ６ １ を 各 表 示 画 素 領 域 に 形 成 し た 後 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 毎 に 異 な る 上 述
の 有 機 化 合 物 材 料 を 用 い て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 用 の 発 光 素 子 層 １ ６ ５ を そ れ ぞ れ 形 成 す る 。 な お 、
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て 、 発 光 素 子 層 に 用 い ら れ る 材 料 は 比 較 的 高 抵 抗 で あ り 、 発 光 領 域 は
発 光 素 子 層 の う ち 陽 極 と 陰 極 と の 層 間 に 挟 ま れ た 領 域 に 限 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 従 っ て 、 発 光 素 子 層 は 陽 極 形 成 領 域 と 同 一 で も 、 ま た 陽 極 形 成 領 域 よ り 大 き く て も 良 い
が 、 発 光 素 子 層 上 に 形 成 さ れ る 陰 極 と 、 陽 極 と が 、 陽 極 端 部 に お い て 短 絡 す る こ と を 防 止
す る た め 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 発 光 素 子 層 は Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ
と も 陽 極 を 覆 う よ う に こ の 陽 極 面 積 よ り 大 き く 設 定 し て い る 。 も ち ろ ん 、 陽 極 と 陰 極 と の
間 で 短 絡 が 起 こ ら な い よ う に 他 の 処 置 を 施 せ ば 、 必 ず し も 発 光 素 子 層 １ ６ ５ を 陽 極 よ り 大
き く す る 必 要 は な い 。 他 の 処 置 と は 、 例 え ば 後 述 す る 図 ３ （ ｂ ） の よ う に 平 坦 化 絶 縁 膜 １
６ ７ を 形 成 す る こ と 等 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 、 上 述 の よ う に Ｒ 用 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ： ITO//MTDATA/TPD//BeBq2 +ZnPr2%//MgIn、 Ｂ
用 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ： ITO//MTDATA/TPD//BeBq2 //MgIn、 Ｇ 用 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ： ITO//MTDATA/TPD 
//1AZM-Hex//MgIn又 は ITO//MTDATA/TPD//OXD-8//MgInの 構 成 を 採 用 し た 場 合 、 第 １ 及 び 第
２ ホ ー ル 輸 送 層 か ら 構 成 さ れ る ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２ と し て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ で 同 一 材 料 が 用 い ら
れ て お り 、 ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２ の 形 成 に 際 し て は Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 区 別 無 く 、 対 応 す る 陽 極 上
１ ６ １ 及 び 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ 上 の 全 面 に 形 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 開 口 部 ２ ０ ２ に よ り 露 出 し た 陽 極 １ ６ １ 上 と 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ７ 上 の 全 面 に ホ
ー ル 輸 送 層 １ ６ ２ を 形 成 す る こ と で 、 従 来 画 素 毎 に ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２ を 形 成 す る た め 採
用 し て い た 、 メ タ ル マ ス ク を 用 い て 選 択 的 に 形 成 す る 工 程 か 、 全 面 に 形 成 し た 後 、 エ ッ チ
バ ッ ク す る と い う 工 程 の い ず れ か の 工 程 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 発 光 層 １ ６ ３ の 形 成 に あ た っ て は 、 上 述 の よ う に 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 Ｒ ，
Ｇ ， Ｂ 用 そ れ ぞ れ に 異 な る 発 光 材 料 を 用 い て お り 、 各 色 用 の 発 光 層 １ ６ ３ の 材 料 を 変 更 し
て 順 に 形 成 し て い く 。 各 色 の 発 光 層 １ ６ ３ の 形 成 に 際 し て は 、 図 ５ に 示 す よ う な マ ス ク ２
０ ０ Ｌ を 用 い る 。 こ の マ ス ク ２ ０ ０ Ｌ は タ ン グ ス テ ン （ Ｗ ） 等 の 金 属 で あ っ た り 、 あ る い
は シ リ コ ン な ど が 材 料 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 マ ス ク ２ ０ ０ Ｌ は 基 板 上 に 同 一 色 の 発 光 層 を 形 成 す る た め の 開 口 部
２ ０ ２ を 有 し て お り 、 そ れ ら の 開 口 部 ２ ０ ２ は マ ス ク ２ ０ ０ Ｌ の 位 置 を シ フ ト さ せ る こ と
に よ り 図 ４ に 示 し た マ ス ク ２ ０ ０ Ａ を 用 い て 形 成 し た 各 色 の 陽 極 と 重 畳 す る よ う に 設 け ら
れ て い る 。 こ の と き 、 発 光 層 の 面 積 は 陽 極 と 同 じ 大 き さ で あ っ て も 良 く 、 陽 極 を 覆 っ て 陽
極 よ り も 大 き い 面 積 で あ っ て も 良 く 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に Ｒ
， Ｇ ， Ｂ い ず れ の 陽 極 よ り 大 き い 大 き さ に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 例 え ば 、 青 色 を 発 光 す る 発 光 層 を 蒸 着 す る 際 に は 、 蒸 着 前 に マ ス ク ２ ０ ０ Ｌ を 青 色 の 発
光 層 を 形 成 予 定 領 域 に マ ス ク ２ ０ ０ Ｌ の 開 口 部 ２ ０ ２ が 位 置 す る よ う に 位 置 合 わ せ し て 、
ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２ 上 に 密 着 さ せ て 配 置 す る 。 そ の 後 、 青 色 発 光 材 料 を 蒸 着 す る こ と に よ
っ て 開 口 部 ２ ０ ２ に 応 じ た 島 状 の 青 色 発 光 層 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 赤 色 発 光 層 の 蒸 着 に は マ ス ク ２ ０ ０ Ｌ を 横 方 向 に シ フ ト さ せ 図 ５ の マ ス ク ２ ０ ０ Ｌ の 開
口 部 ２ ０ ２ を 赤 色 発 光 層 の 形 成 予 定 領 域 に 位 置 合 わ せ し て 用 い 、 同 様 に し て 緑 色 発 光 層 の
蒸 着 に 際 し て は マ ス ク ２ ０ ０ Ｌ の 開 口 部 ２ ０ ２ を 緑 色 発 光 層 の 形 成 予 定 領 域 に 位 置 合 わ せ
し て 用 い る 。 こ の よ う な 手 順 に よ り 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ で 共 に 材 料 は 異 な る が 同 じ 面 積 の 発 光 層
を 順 次 島 状 に ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２ 上 に 形 成 す る 。 こ う し て 各 色 の 発 光 層 １ ６ ３ を 形 成 す る
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こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 発 光 層 １ ６ ３ を 形 成 後 、 電 子 輸 送 層 １ ６ ４ を 必 要 と す る Ｅ Ｌ 素 子 １ ６ ０ に 対 し て は 、 発
光 層 １ ６ ３ 上 及 び ホ ー ル 輸 送 層 １ ６ ２ 上 に 電 子 輸 送 層 １ ６ ４ を 蒸 着 形 成 す る こ と で 電 子 輸
送 層 １ ６ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 の よ う な 手 法 に よ り 得 ら れ た 発 光 素 子 層 １ ６ ５ を 覆 う よ う に マ グ ネ シ ウ ム ・ イ ン ジ
ウ ム 合 金 な ど を ス パ ッ タ 法 に よ っ て 堆 積 し 陰 極 １ ６ ６ を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｒ ， Ｇ ，
Ｂ 毎 で 陽 極 の 面 積 が 異 な り 素 子 発 光 面 積 が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 毎 に 所 望 の 面 積 と な っ た 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 を 用 い た 表 示 装 置 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 陽 極 の 面 積 は 同 じ で 陽 極 と 発 光 層 と の 間 に 形 成 し た 平 坦 化 絶 縁 膜 で 陽 極 と 発 光 層
と の 接 触 面 積 を 異 な ら せ る 方 法 （ 上 述 の （ ii） ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 陽 極 １ ６ １ 上 に 設 け る 発 光 素 子 層 １ ６ ５ の 陽 極 １ ６ １ の 段 差
に よ る 断 線 す る こ と を 防 止 す る た め に は 、 陽 極 １ ６ １ の 周 縁 部 を 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ６ ７ で 覆
う こ と が 好 適 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 場 合 、 実 質 的 に 発 光 す る 領 域 、 即
ち 発 光 面 積 は 発 光 素 子 層 １ ６ ５ が 陽 極 １ ６ １ と 接 触 し て い る 面 積 で あ り 、 こ の 平 坦 化 絶 縁
膜 １ ６ ７ に よ っ て 覆 わ れ た 陽 極 １ ６ １ の 周 縁 部 は 実 質 的 に 発 光 し な い 領 域 と な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 従 っ て 、 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ６ ７ で 覆 う 陽 極 １ ６ １ の 周 縁 部 の 面 積 の み 各 色 で 異 な ら せ る こ
と に よ り 、 各 色 の 表 示 画 素 の 発 光 面 積 を 異 な ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に 各 色 の 表 示 画 素 の 発 光 面 積 を 異 な ら せ る こ と に よ っ て も 、 Ｅ Ｌ 素 子 の 長 寿 命
化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 発 光 効 率 が Ｇ ＞ Ｒ ＞ Ｂ の 場 合 に 、 表 示 画 素 の 発 光 面 積
を Ｇ ＜ Ｒ ＜ Ｂ と し 、 各 色 で そ れ ぞ れ 発 光 面 積 を こ の 順 に 異 な る も の と し た 場 合 を 例 に し て
説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 す る も の は な い 。 例 え ば 、 発 光 効 率 が 同 じ く Ｇ ＞ Ｒ ＞ Ｂ
の 場 合 に お い て 、 発 光 面 積 は Ｇ ≒ Ｒ ＜ Ｂ と し て も 良 い し 、 Ｇ ＜ Ｒ ≒ Ｂ と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 陽 極 １ ６ １ の 周 縁 部 に 平 坦 化 絶 縁 膜 １ ６ ７ を 配 置 し た が 、 平 坦 化 絶 縁 膜 に 限 る も
の で は な く 、 絶 縁 性 を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 の よ う に す る こ と に よ り 、 電 流 量 が 大 き い ほ ど 劣 化 が 早 ま る 傾 向 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 に お い て 、 低 発 光 効 率 の 表 示 画 素 の Ｅ Ｌ 素 子 発 光 層 に 、 他 の 色 の 発 光 層 よ り も 大 き い 電
流 を 流 す こ と で 各 色 が 同 様 に 明 る く 光 る よ う に さ せ る と 低 発 光 効 率 の 素 子 が 選 択 的 に 劣 化
す る と い っ た 不 具 合 が 発 生 す る こ と が 防 止 で き 、 ど の 色 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 も 同 様 の 期 間 劣 化
を 防 ぐ こ と が 可 能 と な り 、 そ の 結 果 、 表 示 装 置 全 体 と し て の 寿 命 を 長 く で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 面 積 比 の 一 例 と し て は 、 次 の よ う な も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 例 え ば 、 発 光 す る 緑 、 赤 、 青 の 各 色 光 の 輝 度 を １ ： １ ： １ と す る 場 合 、 供 給 電 流 を 一 定
と す る と 、 発 光 効 率 の 比 が 、 １ ０ ： ３ ． ８ ： １ ． ８ の 場 合 で あ る 。 各 色 と も 輝 度 ” １ ” 成
す る た め に 必 要 な 各 色 の 発 光 面 積 の 比 は 、 １ ／ １ ０ ： １ ／ ３ ． ８ ： １ ／ １ ． ８ ＝ １ ： ２ ．
６ ： ５ ． ６ で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の よ う な 発 光 面 積 比 に す る こ と に よ り 、 発 光 効 率 が 最 も 悪 い 色 の 青 色 だ け に 大 き な 電
流 を 流 す こ と な く 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ を 同 様 な 輝 度 で 発 光 さ せ る こ と が で き る の で 発 光 層 の 寿 命
を 長 く す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 、 面 積 比 の 他 の 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 例 は 、 発 光 効 率 の 低 い 色 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
の 劣 化 を 防 止 す る と 共 に 、 フ ル カ ラ ー 表 示 に お け る ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 制 御 を 考 慮 し た 場
合 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 自 発 光 素 子 で あ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 表 示 画 素 に 用 い て カ ラ ー 表 示 を 行 う 場 合 、 各 Ｒ ， Ｇ ，
Ｂ そ れ ぞ れ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら の 発 光 光 を 加 算 す る こ と に よ り 白 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 目 標 と し て 設 定 す る 白 色 を 、 Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 方 式 の 基 準 白 色 光 源 （ Ｃ 光 源 ） の 色 度 座 標 （ ｘ 、
ｙ ） ＝ （ ０ ． ３ １ ， ０ ． ３ ２ ） と す る 場 合 に 、 こ の よ う な 白 色 の 輝 度 １ ０ ０ ％ を 達 成 す る
た め に Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 要 求 さ れ る 輝 度 は 、 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 す る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 色 の 色 度
が 、 図 ６ の 上 段 に 示 す よ う な 座 標 で 表 さ れ る 場 合 に 、 例 え ば 、 ２ ５ ％ ： ４ ６ ％ ： ２ ９ ％ と
い う よ う に 決 ま る 。 こ れ は 輝 度 比 で 示 す と 、 Ｒ ： Ｇ ： Ｂ ＝ ０ ． ５ ４ ： １ ： ０ ． ６ ３ と な る
。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 各 色 に お け る 発 光 効 率 の 比 が 、 上 述 の 例 と 同 様 に Ｇ ， Ｒ ， Ｂ に つ
い て 、 １ ０ ： ３ ． ８ ： １ ． ８ の 場 合 、 Ｇ ， Ｒ ， Ｂ の 輝 度 比 Ｇ ： Ｒ ： Ｂ ＝ １ ： ０ ． ５ ４ ： ０
． ６ ３ を 達 成 す る た め に 必 要 な 発 光 面 積 の 比 は 、 Ｇ ： Ｒ ： Ｂ ＝ １ ／ １ ０ ： ０ ． ５ ４ ／ ３ ．
８ ： ０ ． ６ ３ ／ １ ． ８ ＝ １ ： １ ４ ． ２ ： ３ ５ と い う こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の よ う に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 色 度 と 目 標 白 色 の 色 度 、 そ し て 各 色 の 発 光 効 率 を 考 慮 し 、 例
え ば 発 光 領 域 の 面 積 比 が 上 述 の 値 に な る よ う に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 用 の 発 光 面 積 を 設 定 す れ ば 、
各 表 示 画 素 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 同 量 の 電 流 を 供 給 し た 場 合 に 、 白 の 輝 度 １ ０ ０ ％ を 達 成 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 目 標 と す る 白 色 の 色 度 又 は 各 色 の 色 度 が 変 わ る と 、 上 述 の よ う に 輝 度 比 に よ っ て
決 ま る 各 色 の 発 光 面 積 の 順 番 も 変 わ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の よ う な 方 法 に よ り 面 積 比 を 決 定 し た Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 各 色 の 輝 度
バ ラ ン ス が 発 光 面 積 で 調 整 さ れ て い る の で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 制 御 が 非 常 に 容 易 で あ る
と と も に 、 白 を 表 示 す る た め に 特 定 の 色 の Ｅ Ｌ 素 子 に の み 多 く 電 流 を 流 す 必 要 が 無 く な り
、 表 示 装 置 全 体 と し て の 寿 命 を 向 上 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 な お 、 使 用 す る 材 料 が 異 な れ ば 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 す る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 光 の 色 度 座 標 値 が 異
な る た め 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 輝 度 比 も そ れ に 応 じ て 変 わ り 、 ま た 発 光 効 率 も 異 な る た め 、 発 光
面 積 比 は こ れ に 応 じ て 決 ま り 、 上 述 の 数 値 の も の に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に そ れ ぞ れ 同 一 電 流 を 供 給 し た 場 合 に 、 常
時 白 色 １ ０ ０ ％ が 達 成 さ れ る よ う に 素 子 の 発 光 面 積 が 設 定 さ れ て い る 構 成 に 限 る も の で は
な い 。 例 え ば 、 各 表 示 画 素 を 駆 動 す る 図 示 し な い ド ラ イ バ 等 を 更 に 考 慮 し た 上 で 、 装 置 全
体 と し て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 制 御 が 容 易 で 、 か つ 発 光 効 率 の 低 い 素 子 に 選 択 的 に 負 荷 が か
か る こ と を 防 止 で き る よ う に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 面 積 を 設 定 し て も 良 い
。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 更 に 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明
は そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 光 素 子 と し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 代 え て 、 発 光 材 料 に 向
き 発 光 材 料 が 用 い ら れ た 無 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い た 無 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 や 、 ２ つ の 電 極 の 間 に 発
光 層 と し て 蛍 光 層 を 備 え る 蛍 光 表 示 管 （ Ｖ Ｆ Ｄ ： Vacuum Fluorescent Display） 等 に お い
て も 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
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　 Ｖ Ｆ Ｄ は 、 図 ３ で 示 し た Ｅ Ｌ 素 子 と 同 様 に 、 絶 縁 性 基 板 １ ０ 上 に 形 成 し た Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い
て 駆 動 す る 。 Ｖ Ｆ Ｄ は 、 図 ３ に お い て 、 陽 極 １ ６ １ の 形 成 ま で の 工 程 及 び 構 造 は Ｅ Ｌ 素 子
と 同 じ で あ る 。 た だ し 、 陽 極 １ ６ １ は Ａ ｌ 等 の 金 属 か ら 成 っ て い る 。 そ の 上 に は 蛍 光 物 質
を 堆 積 し 、 そ の 上 方 に は グ リ ッ ド 及 び 陰 極 （ フ ィ ラ メ ン ト ） が 配 置 さ れ て い る 。 陽 極 及 び
陰 極 で 囲 ま れ る 間 隙 は 真 空 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 フ ィ ラ メ ン ト か ら 発 せ ら れ た 熱 電 子 が グ リ ッ ド で 整 流 化 さ れ て 、 陽 極 上 の 蛍 光 物 質 に 衝
突 し て 発 光 す る 。 こ う し て 自 ら 光 を 発 す る 。 所 定 の 色 を 発 す る 蛍 光 物 質 を 選 択 す る こ と に
よ り 所 定 の 色 を 発 す る こ と が で き る 。 ま た 、 発 光 面 積 は 、 上 述 の Ｅ Ｌ 素 子 の 場 合 と 同 様 に
決 め れ ば よ い 。 即 ち 、 蛍 光 物 質 の 発 光 効 率 に 応 じ て 発 光 面 積 を 決 定 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 表 示 画 素 の 発 光 面 積 と は 、 表 示 画 素 の 発 光 素 子 が 実 際 に 発 光 す
る 領 域 の 面 積 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 即 ち 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 陽 極 の 厚 み に よ る 段 差 に 起 因 し て 発 光 層 が 段 切 れ を 起
こ し て 陰 極 と 短 絡 し て し ま う こ と を 防 止 す る た め に 設 け た 平 坦 化 絶 縁 膜 が 、 陽 極 の 周 辺 部
を 覆 っ て い る 場 合 に は 、 陽 極 と 発 光 素 子 層 と が 直 接 接 す る こ と に よ り 実 質 的 に 発 光 す る 領
域 の 面 積 を い う 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 更 に 言 い 換 え る と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 素 子 層 が 、 陽 極 又 は 陰 極 の 少 な く と も 一 方 の 電
極 と 直 接 接 触 す る 面 積 の う ち 、 小 さ い 方 の 面 積 を い う 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 各 表 示 画 素 の 数 を ４ 行 Ｘ ７ 列 の 場 合 に つ い て 示 し た が
、 本 発 明 は そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 Ｖ Ｇ Ａ （ ６ ４ ０ Ｘ ４ ８ ０ ） 、 Ｓ Ｖ Ｇ Ａ （ ８ ０
０ Ｘ ６ ０ ０ ） 、 Ｘ Ｇ Ａ （ １ ０ ２ ４ Ｘ ７ ６ ８ ） 、 Ｓ Ｘ Ｇ Ａ （ １ ２ ８ ０ Ｘ １ ０ ２ ４ ） な ど 、 任
意 の 表 示 画 素 数 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 各 陽 極 の 形 状 は 「 Ｌ 」 字 の 場 合 を 示 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 長 方 形 で も 、 正 方 形 で も 良 く 、 形 状 は 発 光 層 の 発 光 に 支 障 の な い 形 状 で あ れ ば 制 限
は な い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 各 色 の 表 示 画 素 の 配 列 が ス ト ラ イ プ 配 列 の 場 合 に
つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 デ ル タ 配 列 、 ダ イ ア ゴ ナ ル
配 列 で も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 更 に 、 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ゲ ー ト 電 極 が 能 動 層 の 下 層 に 配 置 さ れ た い わ ゆ る
ボ ト ム ゲ ー ト 型 Ｔ Ｆ Ｔ の 場 合 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ゲ
ー ト 電 極 が 能 動 層 の 上 層 に あ る い わ ゆ る ト ッ プ ゲ ー ト 型 Ｔ Ｆ Ｔ で あ っ て も 同 様 の 効 果 が 得
ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 各 色 の 表 示 画 素 の 発 光 領 域 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 表 示 画 素 付 近 を 表 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 陽 極 を 作 製 す る た め の マ ス ク の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 発 光 層 を 作 製 す る た め の マ ス ク の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 白 表 示 の 場 合 の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 発 光 輝 度 比 の 求 め 方 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 表 示 画 素 付 近 を 表 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 各 色 の 表 示 画 素 の 発 光 領 域 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
１ Ｂ 　 　 　 　 青 色 の 表 示 画 素 の 発 光 領 域
１ Ｒ 　 　 　 　 赤 色 の 表 示 画 素 の 発 光 領 域
１ Ｇ 　 　 　 　 緑 色 の 表 示 画 素 の 発 光 領 域
３ ０ 　 　 　 　 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ
４ ０ 　 　 　 　 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ
５ １ 　 　 　 　 ゲ ー ト 信 号 線
５ ２ 　 　 　 　 ド レ イ ン 信 号 線
５ ３ 　 　 　 　 駆 動 電 源 線
５ ４ 　 　 　 　 保 持 容 量 電 極 線
１ ０ ０ 　 　 　 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
１ ６ １ 　 　 　 陽 極
１ ６ ３ 　 　 　 発 光 層
１ ６ ５ 　 　 　 発 光 素 子 層
１ ６ ６ 　 　 　 陰 極
２ ０ ０ Ａ 　 　 陽 極 形 成 用 マ ス ク
２ ０ ０ Ｌ 　 　 発 光 層 形 成 用 マ ス ク
２ ０ １ Ｒ 　 　 陽 極 形 成 用 マ ス ク の 開 口 部
２ ０ １ Ｇ 　 　 陽 極 形 成 用 マ ス ク の 開 口 部
２ ０ １ Ｂ 　 　 陽 極 形 成 用 マ ス ク の 開 口 部
２ ０ ２ 　 　 　 発 光 層 形 成 用 マ ス ク の 開 口 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(14) JP 2005-166691 A 2005.6.23



专利名称(译) カラー有机EL表示装置

公开(公告)号 JP2005166691A 公开(公告)日 2005-06-23

申请号 JP2005070782 申请日 2005-03-14

[标]申请(专利权)人(译) 三洋电机株式会社

申请(专利权)人(译) 三洋电机株式会社

[标]发明人 山田努

发明人 山田 努

IPC分类号 H05B33/12 H01L27/32 H01L51/50 H05B33/14 H05B33/22

CPC分类号 H01L27/3216

FI分类号 H05B33/12.B H05B33/14.A H05B33/22.Z G09F9/30.365 G09F9/30.365.Z H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB04 3K007/AB11 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DB03 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107
/CC08 3K107/CC21 3K107/DD91 3K107/EE03 3K107/EE06 3K107/FF15 5C094/AA08 5C094/AA37 
5C094/BA12 5C094/BA27 5C094/BA33 5C094/CA20 5C094/CA24 5C094/EA07 5C094/FA01

代理人(译) 柴野Seimiyabi

优先权 1999050742 1999-02-26 JP
2000024648 2000-02-02 JP

其他公开文献 JP4260126B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

能够防止EL显示装置过早劣化并延长其使用寿命的EL显示器，这是由于
在具有不同发光效率的显示像素区域中，使过大的电流流向具有最低发
光效率的颜色而引起的。 提供设备。 阳极161，发光层163和阴极166以
此顺序层叠，并且以矩阵布置以形成每种颜色的显示像素。 通过使红色
和蓝色发光区域1R和1B的发光面积最小，可以延长EL显示装置的寿命并
且可以容易地实现白平衡。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/2c54feea-25f4-4bce-955e-cc0de0ffb9b2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034743302/publication/JP2005166691A?q=JP2005166691A

